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cl i;a')… ∑ C(i,I) A～√F
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c-(i;a')を初期態Ii>にっいて図示したものが Fig.4
Jjト㌔ .キメも-｡才書
あるO古典的には初期条件をResonanceの内側からsepa--61･
ratrixに近づけてゆくとトー ラスの存在するところでは -
百(i;a')-0であり,或る所で(図中で矢印),位相空 ;:,
間のカオス領域に一様に広がった状態に相当する値とな
る｡(図示で点線 )量子論ではトーラスのある所でもト
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Fig･4
ンネルによってC(i;60)>0であるが,その値は古典性が強くなると(図ではa)が大きくなる
と)小さくなる｡巨>が カオス領域に入るとき量子論の値は古典論の値よりはるかに小さく,
特はS-0.8の場合には初期条件 Ii>あるいは古典性の強弱aJにより変化が激しい｡
以上のことから次の結論が導ける｡古典論で トー ラスからカオス-の変化に対応し量子論で
は固有関数は トー ラスに対応するものからカオスに対応するより広がった状態となり,良い量
子数が定義できなくなる｡しかしカオスに対応する量子状態は,古典論におけるカオス軌道の
ように初期条件の記憶を失なうほど十分には乱雑ではない｡
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